
平成２３年１０月２３日 

 

千葉県柏市内で高い空間線量率が確認された件に関す
る現地調査の結果について 

 

柏市有地の土壌で高い空間線量率が確認された件で、本日(２３日)、文部科学省は柏市等

とともに現地調査を実施した結果、地表面から１ｍ高さで最大毎時２．０マイクロシーベル

トが確認され、原因を推定しましたので、お知らせいたします。 

 

１．経緯 

○１０月２１日(金)に柏市から文部科学省に対し、市有地の中で、高い放射線量が検出

された旨、連絡があったことを受け、文部科学省は柏市に対し、縄張りをするなどの

立入制限等の安全確保措置を講じるとともに、当該物質の核種分析を行うよう要請。 

 

○その後の柏市の分析結果（１０月２２日（土）公表）により、土壌中から高濃度の放

射性セシウムが検出されたことから、本日（１０月２３日(日)）、文部科学省職員（２

名）及び日本原子力研究開発機構の専門家(３名)を現地に派遣し、柏市及び東葛地区

放射線量対策協議会の専門家と連携して現地調査を行った。 

 

２．現地調査の概要 

○調査場所 柏市根戸字高野台（柏市有地） 

○調査日時 １０月２３日１４時～１５時半 

○調査内容 空間線量率の測定と周辺の状況確認 

○調査結果 

・地表面から１ｍ高さで最大毎時２．０マイクロシーベルト、地表面から５０ｃｍ高

さで最大毎時４．５マイクロシーベルト、地表面で最大毎時１５マイクロシーベル

トを測定した。 

・周辺の平均的な空間線量率は地表面から１ｍ高さで毎時０．３マイクロシーベルト

であり、地表面から１ｍ高さで周辺より毎時１マイクロシーベルト以上高い地点の

あることを確認した。 

・ 空間線量率の高い地点脇の側溝(深さ約３０ｃｍ)に約５０ｃｍ幅の破損が発見さ

れ、この箇所が半減期約２年の放射性セシウム１３４が確認された地点に近いこと

から、東京電力(株)福島第１原子力発電所の事故による放射性セシウムを含んだ雨

水が側溝の破損口から漏れ込み、当該地点で放射性セシウムが土壌に濃縮され、蓄



積されたと推定した。 

 ○調査終了後、砂を被せビニールシートで覆う措置をした。（措置後の地表面から１ｍ高

さで最大毎時０．６４マイクロシーベルト） 

 

３．現地調査等を踏まえた文部科学省の対応 

○ 柏市に対して、立入禁止等の安全確保措置を引き続き講じるよう要請した。 

 

○ 「当面の福島県以外の地域における周辺より放射線量の高い箇所への対応方針（平成

２３年１０月２１日）」に基づき、以下の点を踏まえて、環境省及び内閣府原子力被

災者生活支援チームに連絡を行った。 

・柏市の核種分析結果から高濃度の放射性セシウムが検出（特に半減期約２年のセシ

ウム１３４が検出）されたことから、現場の土壌に東京電力(株)福島第１原子力発

電所の事故由来の放射性セシウムが存在している可能性が高いこと。 

・地表面から１ｍ高さで周辺より毎時１マイクロシーベルト以上高い地点が確認され

たこと。 
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